
Ｊ＆Ｔ環境(株)の微量ＰＣＢ無害化処理事業の廃止について

平成２３年６月 無害化処理施設の大臣認定取得（当時、ＴＲＰ(株)）
平成３１年４月 ＪＦＥ環境と東京臨海リサイクルパワー(TRP(株))が合併し、

Ｊ＆Ｔ環境(株)が発足。無害化処理認定再取得
令和４年６月末 大口排出事業者(東電グループ)とのPCB処理契約が終了

２ これまでの経緯

３ 廃止に向けた進め方

‘① 受託した微量ＰＣＢ汚染油を焼却処理（8月まで）

‘② ＰＣＢ保管タンク等残存設備の洗浄（8月から10月）

※非ＰＣＢ汚染油（白油）を投入し、循環洗浄を行う

‘③ 洗浄で生じた微量ＰＣＢ等の廃棄物を焼却処理

‘④ ＰＣＢ保管タンク等残存設備の卒業判定

‘⑤ ＰＣＢ廃棄物無害化処理事業の廃止届（11月）

‘⑥ 助燃料設備として用途変更（廃止届受理後）

１ 無害化処理事業の目的と廃止理由

【目 的】 東京電力グループのほか、都内一般事業者から排出される微量ＰＣＢ廃棄物（絶縁油）の処理を推進
【廃止理由】 東京電力グループの微量ＰＣＢ廃棄物（絶縁油）の無害化処理が概ね収束したこと、

及び、都内一般事業者の絶縁油のみのニーズが見込めないこと
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微量ＰＣＢの無害化処理事業を廃止し、

ＰＣＢ保管タンク等残存設備は、助燃
料の投入設備として用途変更を予定
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別紙
廃止対象
(用途変更)

図 Ｊ＆Ｔ環境の産業廃棄物焼却及び微量ＰＣＢ無害化の焼却設備
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